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私共、農学生命科学研究科では福島第一原子力発電所の事故直後から、40-50 人の研究

者が被災地における農業関連の調査研究を行ってきました。農業分野とは、農地や森林、

水産、畜産業など多岐に渡るため、多くの専門家の結集が必要です。私共の研究科では

東京の弥生キャンパス内だけでなく、演習林、圃場、牧場など多岐に渡る附属施設でも

研究を進めています。本調査研究では、これらのフィールドと実験室内とで研究を進め

てきた研究者が一緒になって、現地にどのような放射能汚染が引き起こされているのか、

それは時間と共にどう変化するのか等を調べてきました。 
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得られた結果については、数か月ごとに調査研究報告会を開催し報告してきました。

これらの報告会は、2011 年 11 月に始まり、2012 年には 5 月・9 月・12 月、2013 年には

4 月・8 月 12 月、2014 年は 6 月に開催され、今回がちょうど 10 回目となります。毎回、

数人の研究者が放射能汚染の実態ならびに経緯について発表してきていますが、全て以

下のサイトで動画としてご覧いただけます。 

http://www.a.u-tokyo.ac.jp/rpjt/index.html 

今回、10 回目という節目を迎え、全体像を踏まえた研究報告をさせていただきたく、

内容も、畑作、水田、土壌、畜産、森林、消費者意識など盛り沢山の内容となっており

ます。 

また昨年は今までの結果を以下の 2 冊の本として出版することができました。 

１．「土壌汚染」NHK 出版 (中西友子) 

２ ． Agricultural Implications of Fukushima Nuclear Power Accident, Springer  

http://www.springer.com/environment/monitoring+-+environmental+analysis/book/978-

4-431-54327-5 のサイトから無料で全てダウンロードできます。 

私達は被災地支援調査研究結果を多くの方に報告するだけでなく、実際の学生教育に

も役立てるため講義や実習も始めています。これからもこれらの被災地に根差した研究

や教育を継続していきたいと考えております。 

 


